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助産師の基礎および現任教育 

Basic and Ongoing Education for Midwives 

 

背景 

助産は専門職であり、他の保健医療分野と共有する知識はもとより、独自の知識体系を備えている。

この知識の多くは根拠に基づくものであり、助産師や他の保健医療職者が行ってきた研究の成果であ

る。また知識は、時には新しい研究による発見に基づいて拡大または修正されることもある。現在、

多くの国において、助産師が、助産師養成教育以外に、教育・研修を受ける機会は十分とはいえない。 

 

所信表明 

ICM は、助産師が国または地域のニーズに応じて、助産師教育と実践を明確にする責任があると

考える。さらに ICM は、助産能力については、規定された能力が明確であり、またその能力が修得

されてきたという根拠があるならば、多様な教育課程を通じて修得することが可能であること、全て

の教員は、理論と実践双方の能力を有していなければならないこと、また学習は継続されるものであ

り、公式な教育課程の修了で終わるものではないと確信している。それゆえに ICM は、常に安全で

最新の実践をすることが個々の助産師の倫理的義務であると考える。現任教育は、実践するすべての

助産師に対して、義務づけられるべきである。 

 

見解 

上記の信念に沿って、ICMは次のように行動する： 

 「ICM 基本的助産業務に必須な能力」に基づき、助産師の実践能力は地域的に定義されるもので

あり、それは個人／家族や助産師が実践する国／地域のニーズに即しているものであることを認識

し、必要と考える。 

 助産カリキュラムの策定と実施には、助産師の実践に必須な能力を含めることを支持し、要請する。 

 カリキュラムは、「ICM 助産師の定義（2005）」において定められている助産師の役割を存分に

果たすことができるために、全ての学習者が必要な知識、技術および態度を修得できる機会を提供

することを義務づける。 

 様々な助産師資格の取得過程があるため、多様な教育プログラムがあることを認め、これを支持す

る。 

 助産教員が、自らの理論と臨床実践を安全で最新とするべきであることを認め、これを求める。 

 個々の助産師の実践が安全で最新なものであるために、現任教育が重要な役割を果たすことを認識

する。そして会員協会には、「ICM 国際助産師倫理綱領（1999）」に述べられているように、助

産の知識と実践を向上させるという倫理的義務に従い、現任教育を最新のものにしなければならな

いことを強く求める。 

 助産師の役割を強化し前進させるために、継続的に専門能力を発展できる体制を整えるべきである

と認識する。 
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会員協会への指針 

助産師が助産師教育を規制していない国の会員協会は、能力とカリキュラムを規定するために必要な

取り組みを成し遂げたうえで、これを実現するために自国政府と協議することが奨励される。 
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